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・マテリアルコスト（Material Cost，以下 MC と略す）…材料費，ただし製品になる原材
料だけでなく，洗浄剤・溶剤・触媒などの製品にならない材料も含めて，計算を行う。 
・システムコスト（System Cost，以下 SC と略す）…直接労務費，減価償却費，間接労務
費などの加工費 
・エネルギーコスト（Energy Cost，以下 EC と略す）…（加工費の中の電力費，燃料費や
用役費などのエネルギー費） 
・廃棄物処理コスト（Waste Treatment Cost，以下 WTC と略す）…廃棄物の処理費用 
 
２．MFCA と通常の原価計算との違い 
次頁の図 1 は通常の原価計算と MFCA の違いを示したものである。通常の原価計算は，アウトプ
ットされた良品の単位あたりの原価を求めることにある。工場で発生したすべてのコストを製品別に
集計し，製品別製造原価を計算することを主目的としている。図 1 の例のように，通常の原価計算方
法で，製品の単位原価は 20 円/kg（通常の原価計算における単位原価＝1,600 円÷80kg）であり，廃
棄物の原価は無視され，全部が製品原価に算入される。しかし，MFCA で計算すると，製品の単位原
                                                          
1 『マテリアルフローコスト会計手法導入ガイド』（ver.3) 経済産業省 平成 21 年 2 頁 
2 『マテリアルフローコスト会計手法導入ガイド』（ver.3) 経済産業省 平成 21 年 5 頁 
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１．ドイツ及び日本における MFCA 研究の発展経緯と現状 








図 1 通常の原価計算と MFCA の違い 
                       通常の原価計算 
         インプット                       アウトプット 
       （100kg） 
   原材料費 1000円        生産プロセス        製品１個 （80kg） 
   加工費  600円                      製造原価 1600円 
                                単位原価 20円/kg 
 
                       
                          廃棄物(20kg) 
 
 
                  MFCA 
 
インプット           生産プロセス           アウトプット 
        （100kg）      廃棄物（20kg)                   製品（80kg） 
 原材料費    1000円       原材料費 200円         材料費 800円 
 加工費     600円       加工費  120円         加工費 480円 
 合計      1600円       合計   320円         合計  1280円 
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その後，MFCA は，2003 年にドイツ環境省・環境庁が刊行した「環境コストマネジメントガイド」
（FEM/FEA，2003）で，環境管理会計の主要手法として紹介されている。さらに，環境管理会計の






発に努力しており，2004 年から 2005 年にかけては，大企業と中小企業への普及プロジェクトに着手
し，30 社以上へのモデル導入を実施した。2006 年には MFCA に関するセミナーが日本全国で開催さ
れ，併せて手法の高度化に関する調査も実施された，2007 年以降も MFCA の指導員を育成するプロ
グラムを開始するなど積極的な普及活動が行われ，2008 年以降は日本発の提案として MFCA の国際
標準化への動きも見られた。 
日本では経済産業省が主導で日本国内での MFCA の開発と普及を図ってきたが，MFCA の国際標
準化も日本から提案された。その結果 2008 年に国際標準化機構（International Organization for 
Standardization）の中の環境マネジメントについての技術委員会（Technical Committee）である
ISO/TC207 に MFCA の規格を検討するワーキンググループ WG8(MFCA)が設立された。
ISO/TC207/WG8 における MFCA の国際標準規格の検討では，提案国日本から國部克彦氏（神戸大
学大学院教授）が議長，古川芳邦氏（日東電工株式会社）が幹事を務めるとともに，日本代表のエキ
スパートとして中嶌道靖氏（関西大学商学部教授）と二神龍太郎氏（キヤノン株式会社）の両名が参
加する等，日本主導で MFCA の国際標準規格の検討が進められた。以上の経緯により，2011 年に






















中国での MFCA 研究の萌芽は 2003 年に見られる（張・鈴木〔2013〕158 頁）。しかし，2006 年
までに発表された論文は，基本的に中国企業以外の実例と方法論の紹介にすぎなかった。その後，楊
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Ⅲ．日本企業における MFCA の先行事例 
―田辺三菱製薬株式会社：医薬品製造会社の多品種少量生産の事例―
Ⅱ章までは，MFCA の概念理論及び発展経緯とその現状について言及した。本章では日本企業の具








いる。2007 年 10 月 1 日田辺製薬と三菱ウェルファーマが合併し，田辺三菱製薬（株）が発足した。
本事例は，田辺製薬（株）時代のものになる。
・従業員数：10,030 名（連結 2009 年 3 月） 
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記述している（表１，表 2 を参照，1 の位は千円)3。 
 
表１ MFCA マトリックス 




良品 ¥ 371,748 ¥ 1,296,134 ¥   0 ¥ 1,667,882 
マテリアルロス ¥ 586,761 ¥ 628,345 ¥ 157,836 ¥ 1,372,942 
（内廃棄物） （¥ 346,210) （ － ) （¥ 157,836) ¥ 504,046 
  計 ¥ 958,509 ¥ 1,924,480 ¥ 157,836 ¥ 3,040,825 
 
出典：平成 22 年度，経済産業省委託事業『MFCA 事例集 2011』，21 頁。 
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表２ 物量センター別 MFCA マトリックス 
物量センター 
コスト名 
合成 精製 原薬 秤量 製剤 包装 合計 
マテリアルコスト ¥259,330 ¥207,996 ¥34,483 ¥20,437 ¥23,737 ¥40,778 ¥586,761 
（内，回収工程） (¥125,510) (¥88,762) (¥2,116) (¥19,591) (¥3,038) (¥1,535) (¥240,551) 
（内，廃棄物） (¥133,821) (¥119,234) (¥32,368) (¥846) (¥20,699) (¥39,243) (¥346,210) 
システムコスト ¥118,770 ¥33,535 ¥113,308 ¥24,484 ¥113,228 ¥213,744 ¥617,070 
用役関連コスト ¥7,041 ¥806 ¥3,174 ¥6 ¥81 ¥167 ¥11,276 
廃棄物処理コスト ¥126,048 ¥2,100 ¥23,868 － ¥1,941 ¥3,879 ¥157,836 
計 ¥511,189 ¥244,437 ¥174,833 ¥44,927 ¥138,987 ¥258,568 ¥1,372,942 
 
出典：平成 22 年度，経済産業省委託事業『MFCA 事例集 2011』，21 頁。 
 
（２）MFCA の導入による改善結果 
経済産業省委託事業の『MFCA 事例集 2011』(21 頁）によると，MFCA 分析の結果，廃棄物処理
コスト並びに原材料ロスの大きい工程が特定できた。 
〔合成工程の廃棄物処理コスト 126 百万円〕 
〔製薬工程のマテリアルロス  285 百万円〕 
この特定できた工程に対して，短期的実現可能性の高い廃棄物処理コストの改善にターゲットを絞










現（クロロホルム大気排出量を 2003 年度までに 1999 年度比 10％削減―実績：73％削減） 
③二酸化炭素排出量の大幅削減（環境自主行動計画） 
廃棄物処理方法の見直しにより，廃液焼却処理を完全廃止したことから二酸化炭素排出量を
2,328 トン/年削減（1990 年度比 10％削減目標量である 5,647 トン/年）の 41％を占めている。 
先行事例から MFCA 導入の手順が把握された。それは，MFCA 適用対象の明確化⇒マテリアル
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Ⅳ．中国中小鉄鋼企業 A社への MFCA 計算の適用事例 







１．企業情報及び MFCA の対象プロセスの明確化 
（１）企業情報 
生産内容 凹形鋼（１級品） 
売上金額 21,600,211 元 (約３億円） 






































原価要素 加熱 圧延・冷却 切断 整理包装 工程共通費 計 
ビレット 24,129,933.22   24,129,933.22 
石炭 788,904.91   788,904.91 
ロール 195,708.00  195,708.00 
包装物  51,394.80  51,394.80 
   25,165,940.93 
給料  380,000.00 380,000.00 
電力量  249,339.78 249,339.78 
加工費  35,245.00 35,245.00 
修繕費  65,950.00 65,950.00 
設備費  59,639.00 59,639.00 
計 24,918,838.13 195,708.00 51,394.80 790173.78 25,956,114.71 
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表 4 工程別のマテリアルの投入量 
単位：トン 
マテリアルの種類 加熱 圧延・冷却 切断 整理包装 計 
ビレット 7,762.54  7,762.54 
石炭 949.46  949.46 
ロール 30.00  30.00 
包装物 15.00 15.00 
投入計 8,712.00 30.00 15.00 8,757.00 
 
次に，A 社の「生産物月間統計表」を基づいて表 5 を作成した。表５は各工程における生産物の産
出量を示している（単位：トン)。本論文では 1 級品以外の産出物は「負の製品」として取り扱って







表 5 工程別の産出物の物量 
単位：トン 
 加熱 圧延・冷却 切断 整理包装 計 
廃ガス・すす 939.47  939.47 
廃品  18.86  18.86 
ロール  30.00  30.00 
抜き端材  34.51  34.51 
抜きカス  198.87  198.87 
酸化鉄  188.32 188.32 
２級品  76.08 76.08 
１級品  7,270.90 7,270.90 
計 939.47 48.86 233.38 7,535.30 8,757.00 
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図 3 は表 4 と表 5 に基づいて作成した工場全体の物量フロー図である。 
 
図 3 物量フロー図 
単位：トン 
                                         計 8757.00 
                                   








      
 
 
            
 






加 熱 圧 延 冷 却 切 断 整 理 
包 装 





石炭  949.46 
ロール 30.00 包装物 15.00 
1 級品 7270.90 
２級品 76.08 
酸化鉄 188.32 
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図 4 マテリアルフローコストのフローチャート 
（単位 元） 
 24,918,838.13  195,708.00                   51,394.80 
                            
  





                                         
 
      
廃ガス・煤   廃品・ロール         抜き端材・抜きカス 2 級品 
   2,687,144.30  249,653.05          667,528.54    217,692.99 




①ビレッド・石炭の MC＋ロールの MC＋包装物の MC＝25,165,940.93 
②マテリアルロスの MC 合計＝4,360,668.51 
③1 級品の MC＝①－②＝20,805,272.42 
 と計算する。 
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表 6 は，各産出物のシステムコスト,マテリアルコスト及び合計,単位原価を示している。 
各産出物のシステムコスト＝工程共通費総計（表３参照）×各産出物の物量比率（図 3 参照） 
 
表 6 産出物別のコスト集計表 
単位 元 
産 出 物 システムコスト マテリアルコスト 合計（MC＋SC） 単位原価 
 廃ガス・煤  85,062.61 2,687,144.31 2,772,206.92 2,950.83 
 廃品 1,707.65 53,945.05 55,652.70 2,950.83 
 抜き端材 3,124.84 98,714.30 101,839.14 2,950.83 
 抜きカス 18,006.04 56,814.24 586,820.28 2,950.83 
 酸化鉄  17,051.17 538,649.63 555,700.80 2,950.83 
 ２級品 6,888.37 217,692.99 224,581.36 2,951.99 
 １級品  658,333.10 20,805,272.42 21,463,605.52 2,951.99 
 
表 7 は A 社のデータに基づき,MFCA を導入した後のマトリックス表を示している。 
 
表７ MFCA マトリックス 
単位 元 
 マテリアルフローコストマトリックス  





 計  
 良品   20,805,272.42   658,333.10  21,463,605.52  
 マテリアルロス   4,360,668.51   131,840.68  4,492,509.19  
 （内廃棄物）   2,882,852.30   280,770.61  3,163,622.92  
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４．改善策の提示 
（１）現場管理の厳格化 










表 8 は，MFCA による単位原価と A 社の従来の原価計算による単位評価額及び実際売価を比較し
た表である。以前の廃ガス・すす・廃品・抜き端材・抜きカス・酸化鉄・２級品など「負の製品」の
単位原価は実際売価と同じように評価されている4。その残りは全部１級品に負担させる。それで，１
級品従来の単位原価は MFCA の単位原価より 500 元ぐらい高くなった。しかし，MFCA の単位原価
は物量で按分するから，「負の製品」の単位原価と１級品の単位原価はほとんど同じようになった。 
 
表 8 MFCA の単位原価と従来の評価額及び実際売価 
単位：元 
 MFCA の単位原価 従来の評価額 売 価 
 廃ガス・煤 2,950.83 －  －  
 廃品  2,950.83 2,700.00 2,700.00 
 抜き端材  2,950.83 2,940.00 2,950.00 
 抜きカス 2,950.83 2,700.00 2,696.02 
 酸化鉄 2,950.83 1,000.00 1,027.88 
 ２級品 2,951.99 2,940.00 2,948.74 
 １級品  2,951.99 3,418.39 3,625.55 
 
                                                          
4 前期のストックも含まれているので，「従来の単位評価額」と「実際売価」は少し違いがある。 
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表 9 産出物の単位損益の差 
従来 MFCA 
 廃ガス・すすその他  - -2,950.83 
 廃品    0.00 -250.83 
 抜き端材   10.00 -0.83 
 抜きカス   -3.98 -254.81 
 酸化鉄   27.88 -1,922.95 
 ２級品    8.74 -3.25 
 １級品  207.16 673.56 
終わりに-本研究のまとめと今後の課題- 
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